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東京都教員研究生とは 
 東京都公立学校の教員を東京都教職員研修セン
ターに派遣し、学校経営や学習指導等についての
高い専門性を備え、指導的役割を担う学校教育の
リーダーの育成を 図るために東京都教育委員会が
実施する事業です。 
 教員研究生は１年間教職員研修センターに派遣
され、様々な研究、研修に従事します。 

応募資格 

 応募する年度の末日を基準日とし、基準日現在で学
校教育法第１条に定める国公私立学校(ただし、大学
及び高等専門学校を除く。）の正規任用としての教職
経験を通算して６年以上有し（複数の校種教科の通算
も可とする。）、そのうち基準日現在において東京都
公立学校での教職経験（臨時的任用を除く。）を３年
以上有する者 
 ただし、受検年度の教育管理職選考との併願は認め
ません。 

教員研究生が従事する研究、研修 

教育課題研究 
 教育課題研究は、東京都の喫緊の教育課

題を解決する研究で、指導主事や他の教員

研究生と共同で取り組みます。自身の体験

や実践経験等を踏まえて協議を行い、デー

タ分析や解決法の開発を行います。 

 研究生自身が設定した教育課題について

解決法を開発する研究で、指導主事、統括

指導主事と共に課題解決に取り組みます。

指導主事、統括指導主事の意見を生かしな

がら、実践的な指導法を開発します。 

カリキュラム開発研究 

全体研修 

 全体研修は、教職員研修センターの幹部

から、国や都の最新の教育情報や、教育行

政と学校教育等との関係を学ぶことができ

る研修です。また、教育行政でのキャリア

プラン等を学び、自身のキャリアについて

考えます。 

実務研修 
 実務研修は、配置された各課の業務を実際

に行うことを通じて、教育行政の実践的な業

務について学ぶことができる研修です。 

校種を問わず学校現場、職層の異なる教員と

関わる業務を通じて、広い視野を身に付けま

す。 



」 

 

」 

教育課題研究の流れ 

 教育課題研究は、教職員研修センターが取り組む東京都の
喫緊の教育課題に対する研究で、月２回程度研究部会が開催
されます。研究生は複数ある教育課題研究部会のいずれかに
所属し、事務局の指導主事、統括指導主事と共に協議、調査
研究の精選、データ分析、学習指導案等の作成、検証授業の
提案等を行います。 

４・５月 
・研究構想確定 
・調査研究準備 

10・11月 
・検証授業参観 

・検証授業分析 

６・７月 
・調査研究実施 

・調査研究データ分析 
12・１月 

・教育課題研究 
 発表会準備 

８・９月 
・中間報告会 

・検証授業指導案作成 
２・３月 

・研究のまとめ 

・成果物作成 

過去３年間の教員研究生派遣後の職層の変化 

 教員研究生の修了者の多くが、修

了後３年以内に４級職以上（主幹教

諭・指導教諭・指導主事等）にな

り、新たな立場で東京都の教育の充

実に貢献しています。 

 また、地区の研究会や研究推進団

体で研究成果を普及・還元したり、

学校運営の中心的な役割を担ったり

するなど、様々な場面で活躍してい

ます。（管理職に昇進したのは、い

ずれも幼稚園籍の研究生です。） 

」 

 

月 カリキュラム開発研究 

４・５月 
・研究主題、仮説、内容及び方法の決定 

・先行研究調査  

６・７月 
・調査研究 

・検証授業指導案検討 

８・９月 
・調査研究データ分析、検証授業 

・中間報告会 

10・11月 
・検証授業の実施及び考察 

・研究報告書作成 

12・１月 
・研究成果物作成 
・研究報告書作成 

２・３月 
・研究成果物作成 

・カリキュラム開発研究発表会 

」 

カリキュラム開発研究の流れ 

グループ会 分科会 

 グループ会は、教員研究生、指
導主事、統括指導主事の３名で構
成します。研究生は、研究の方向
性や成果物に対して指導・助言を
受け、分科会に向けた資料を作成
します。グループ会は随時開催し
ます。 

 分科会は、複数のグループで構
成します。研究生は、作成した資
料の指導・助言を他の指導主事、
統括指導主事から受けたり、他の
研究生の研究の進捗状況を確認し
たりして、自身の研究の参考とし
ます。分科会は月１回程度開催し
ます。 

提案 

指導・助言 



教員研究生 

の一日 

9:00 
研修センターに登庁 

メールチェック及び本日の 

予定の確認 

9:30 

教育課題研究の 

研究部会に出席 
所属の学校における課題や、 

これまでの実践経験を基に 

協議を行う。 

12:00 
昼食をとりながら 

研究生同士で議論 

13:30 

カリキュラム開発研究の 

資料作成、分析等 
先行研究の分析や、自身で集めた 

データの分析、学習指導案の作成 

等を、担当の指導主事、 

統括指導主事と確認しながら行う。 

17:45 
翌日の予定を確認して退庁 

教育課題研究に 

参加する日の例 

9:00 
研修センターに登庁 

メールチェック及び本日の 

予定の確認 

9:30 

実務研修（研修運営補助） 
研修センターで実施する各種研修の

受付、資料配布等を行い、研修運営

の基本を学ぶ。 

12:00 
昼食をとりながら 

研究生同士で議論 

13:30 

全体研修会 
研修センターの各課長等から、 

東京都の喫緊の教育課題や、統計処

理の基本、自身のキャリアに 

ついて講義を受ける研修に参加 

17:45 
翌日の予定を確認して退庁 

教員研究生 

の一日 

全体研修会に 

参加する日の例 



Ｑ 
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教員研究生の応募要件はどのようなものですか？ 

給与や年次有給休暇の取扱い等、待遇面で変化はありますか？ 

応募する年度の末日を基準に、正規教員での職歴が６年以上かつ
都の教員歴が３年以上の方で、東京都の公立幼稚園・学校の主幹
教諭、指導教諭、主任教諭、主任養護教諭、教諭及び養護教諭の
職にある方が応募することができます。ただし、応募する年度の
教育管理職選考との併願はできません。 

東京都教員研究生の選考はどのようなものがありますか。 

「学校に在籍している教員が、教職員研修センターに派遣され
る」という扱いになりますので、待遇面での変化はありませ
ん。勤務時間については、いくつかのパターンの中から、状況
に応じて選択することが可能です。 

選考は、一次選考が書類審査と論文審査、二次選考が面接審査 
です。 

東京都教員研究生事業によくある質問 

東京都教職員研修センター 
Tokyo Metropolitan School Personnel In-Service Training Center 

問い合わせ先 

研修部教育開発課 

TEL:03-5320-0319 
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